
八尾市芸術文化振興審議会委員の言葉

【藤野会長】
日常と非日常が地続きになる、シームレスになるというのはすごく重要なことだと思う。ただ、日常と非日常が繋がるときに、わかりやすいから繋がるということでは僕

はだめだと思う。
マルシェのようなものがたくさんあると、すごくにぎわいにもなるし、本当にわくわく楽しいからいいのだが、相当とがったもの、エッジの立ったものが、日常の中に介入して
いく。それによる、めまいや混乱が起きるのだが、それで、普通に動いている日常が撹乱され、それによって日常も活性化されていく。という好循環を作るのは、僕は
アートプロジェクトの非常に重要な意義だと思うので、日常と非日常がわかりやすいものだけで繋がるということにならないようにする方向が僕は必要ではないかと思う。

本当に下町のまちかどで、いろんなパフォーマンスや展示が行われているのだが、作品の強度、強さは、ある人にとっては毒のようなものである。そういったものにやはり
すごく私は触発されて、これも、誰かが打ち上げで言っていたが、「下町芸術祭はあくまでも芸術祭であって、市民文化祭ではないのだ。それが重要なのだ。それが下
町芸術祭のアイデンティティなのだ。」というような部分が、結構きっちり合意されていた。
私は、今のまちかどライブクリエイションは素晴らしいと思うし、特に髙安委員が出られていたような工場でパフォーマンスが多く行われていること、ああいったものが、本
当に八尾らしくて素敵だなあと思うのだが、そういう先端的なアートが日常と接続するようなことを少し自覚というか、意識する方がいいのではないか。文化祭ではなく、
芸術祭である限りは、そういったところに少し意識を集中したほうがいいのではないかなと思う。

【木ノ下副会長】
八尾市で行う芸術祭が、どこでもやっているようなものではしょうがなくて、後発の芸術祭であったときに、その地の利であるとか、そこの町の特徴を舞台にすることが

大切だ。
下町芸術祭は、新長田というエリアで、下町らしい、下町そのものであるということが、この芸術祭の一番の財産であり、可能性であり、舞台となり得るものだと思う。
八尾でそれをしてもしょうがないと思う。なぜなら、違う場所であるから。二番煎じになってしまう。八尾でやるべき芸術祭は何なのかと言われたときに、工場エリアなど、
そういう特徴的な町のポイントでできればいい。
以前からこの会議でも何度も言っているが、空港があるのは、大阪の中で、あるいは日本の中でも、この規模の土地でプライベートがあるのは八尾だけだと思う。私

がもしプロデュースするなら、絶対空港でフェスをやる。
そこの豊かさというのと、地の利みたいなことをどういうふうに考えるのかというのをもう少し、プロフェッショナルユースで考えていくという方向性も１つポイントとしてあるの

ではないか。町で広がる芸術祭といった場合に、国際性と町の利点をどう考えるかというのが、そろそろ設計図の中にプランとして入れていったらどうかなと思う。
あとは、それを実行する部隊である。実行部隊をどういうふうに設計するかというのも、予算の問題もありながら、行政の問題もあると思うが、今こうやって市民の人
たちに豊かな手づくりでやっていただいていることを素地にするのか、あるいは、そういうふうな特徴的なことを踏まえて、もうワンステップ上げていくのかというのは、多分今
から舵取りしなければいけないのではないかと思う。
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【A委員】
作家さんの秘めたる力みたいなものが本領発揮できるようなクリエーションの場を作ることが結構大事だと思っている。
あれはだめ、これはだめというふうに制限してしまうと、アーティストとしての力が発揮できないので、そういうパワーみたいなものが発揮できるような、クリエーションと
しては、ある種、何か見て見ぬふりみたいな側面というか、そういうものも大事なのかなあと思う。

多分、今後もこういう活動を推進していく中で、何かそういう予定不調和というか、何か割と計画的というか、戦略的なものから逸脱するもの、表現というものが
生まれてくると思うのだが、そういうところとどうつき合っていくのか、寛容性を持って、運営として譲渡していくというか、ケアしていけるかというところは、割と今後の課
題にはなってくると思う。

【B委員】
僕も、まちかどにちょっととがったものがあると、自分が観光客として見に行くときにはすごく楽しいなと思う。
自分の活動的にも、どちらかというと地域に根差した考え方をついついしてしまうのだが、暮らしている人たちが、最初、違和感があるのはいいのだが、拒否しない
ような感じにうまく持っていけたらいいなと思う。

【C委員】
下町芸術祭の件でもあったように、とがっている部分というのは、着実に積み重ねた状態で出てきたので、今すごくそういうパワーが出てきているし、びわ湖

（BIWAKOビエンナーレ2025）も九度山（くどやま芸術祭2025）もそうだが、今年はどの地域も、すごくとがってエッジのあるものがどんどん出てきている。
それはやはり、その地域の人たちがそういう力をつけてきたから、できているのではないかなと僕の中では思っていて、これから国際という名がつく中で、それをこれ
から３年間の中で、どこまでいろんなものを吸収しながら、蓄積しながらやっていけるのかというのを、これから考えていかないといけないところかなと思っている。

【D委員】
八尾の利というと、ご存じかと思うが、非常に長く、外国人市民がいらっしゃる。在日コリアンに始まり、中国帰国の方やベトナム難民の方など、本当にたくさん、
学校にもたくさんいる。
特に今、たくさん入ってきている状況の中で、市民の中、八尾の中に外国人市民がおられるので、その人たちの芸術が入ってくるという要素があると、もっといい

なと思うし、八尾に来ている子どもたちにとってもすごくいいと思う。
そういうことも探っていただいて、先ほど包摂性や多様性と言っていただいたが、そういういろんな立場の子どもたちが、自分たちの文化や芸術に触れる機会にし
ていただけるような場になるともっといいなあと思いながら聞かせていただいた。


